
  
  
  

 
 
By Julien Feasson, Software Engineer, 4D Inc.  
Technical Note 04-34 
 
（原題: Introduction to XSLT） 
 
概要概要  
 
XML がデータ文書の標準的な形式として普及するにつれ、XML を他の構造ファイルやユ
ーザフレンドリーな形式のプレゼンテーションに変換する必要性が高まりました。中でも
もっとも強力なのがXSLTという言語です。 
 
バージョン 2004では、XMLに対するXSLT 変換をコマンドおよび標準の書き出しダイア
ログから実行することができます。この Tech Note では XSLTの基本および 4Dで使用す
る方法を紹介しています。 
 
導入導入  
 
XSLとは eXtensible Stylesheet Language の略で、World Wide Web consortium (W3C)
が XML ベースのスタイルシートを求める声に応えて発展させたものです。XSLT は XSL
のもっとも重要な部分であり、XML を HTML、テキストファイル、PDF などの形式に変
換する際に使用されます。XSLTはオリジナルのXMLへの要素の追加、並び替えや再配置、
その他の判別を行なうことができます。何よりも特徴的なのは、データとプレゼンテーシ
ョンを分離することで、それぞれの更新管理を容易にしている点です。同一のデータに対
して複数のプレゼンテーションパターンを適用することも可能です。 
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応用例: 
 
大概の Web ブラウザには XSLT プロセッサが統合されています。開いた XML が特定の
XSL 文書を参照している場合、ブラウザは XSLT を施した結果を表示します。付属の
testbrowser.xml ファイルを使用してブラウザの機能を確認することができます。 
 
注記: 
上記の例では、クライアント側で変換を行なっているので、クライアントはソースである
XMLファイルを閲覧することができます。セキュリティ等の理由でXMLファイルを隠し
たい場合、変換をWebサーバ側で行なって、結果のみを配信する方法を用いることができ
ます。 
 
XSLTXSLT 言語言語  
 
XSLT ではXPath 記述を拡張的に用いて各種の機能を実現しています。4Dでは、XSLTコ
マンドによって変換を実施し、結果をディスクに保存することができます。ユーザモード
の書き出しダイアログでは、データを変換してからエクスポートすることができます。 
 
応用例: 
 
デベロッパが数種類のXSLスタイルシートを用意します。ユーザは、書き出しダイアログ
で目的にスタイルシートを選択することによってデータの特定部分をXML、HTML、テキ
スト、Word 2003文書、Excel2003文書、PDFなどの形式で出力することができます。 
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UserExportXSLT を起動し、書き出しダイアログで XML 形式を選択します。画面右側が
XML 用のタブに切り替わるので、既存の XSL を参照するためのオプションを有効にして
2004Data.xsl ファイルを指定します。XSL変換を適用するためのオプションが有効である
ことを確認してファイルを書き出します。 
 

 
 



生成されたファイルを開いてみると、エクスポート時には全レコードが選択されていたに
も関わらず、特定のレコード(フィールド registration date が 2004)だけがXML形式で出
力されたことが分かります。これはスタイルシートにデータを判別するためのコードが書
かれているからです。2003Data.xsl ファイルを使用すれば registration date が 2003のレ
コードだけが書き出されます。 
 
エクスポート時にXSLファイルへのリンクを挿入するためのオプションが選択されていた
場合、XSL変換はファイルを開く側のアプリケーションに委ねられることになります。 
 
20042004 XSLT XSLT コマンドコマンド  
 
APPLY XSLT TRANSFORMATION 
 
既存のXML文書に対してXSL変換を実行するコマンドです。XML、XSL、出力先はいず
れもファイルあるいは BLOB変数を指定することができます。 
 
XSLT は同一のデータに対して複数のスタイルシートを適用することを可能にします。た
とえば、ユーザによって外観の異なるWebページを用意することができます。あるいは同
じデータをHTML、Word、Excel それぞれの形式で出力するといった応用も可能です。 
 
SET XSLT PARAMETER 
 
XSLT 言語で定められている定義に従い、スタイルシートのパラメータに値を渡すための
コマンドです。 
 
GET XSLT ERROR 
 
XSLT プロセッサから発せられるエラーメッセージを取得するためのコマンドです。 
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Generate 2003および 2004ボタンは、前述のユーザモードと同じ変換をコマンドで実行
するものです。 
 
ドロップダウンに隣接しているボタンはパラメータを渡して XSLT 変換を実行しています。
XSL文書には<xsl:value-of select="$Year" />というコードがあり、この$Year に代入する
値を 4D側の SET XSLT PARAMETER("$Year";$1)で設定しています。 
 
2003Data.xsl、2004Data.xsl といった風にスタイルシートを用意しなくても、Param.xsl
がひとつあれば同じ出力結果が得られるという例になっています。 
 
Test XSL Style Sheet ボタンはGET XSLT ERRORコマンドの使用例です。APPLY XSLT 
TRANSFORMATION コマンドの前にON ERR CALL があり、エラーでHandleError メ
ソッドがコールされるようになっています。エラー時にはGET XSLT ERRORコマンドに
よって返される行と列およびメッセージが表示されます。サンプルの ErrorData.xsl の当
該箇所にはシンタックスエラーがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


